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教区の皆さま 2024年２月16日

2024年春
司祭・司牧者人事異動(第１次)について

大司教 前田 万葉

†キリストの平和

2024年春の司祭・司牧者人事異動を発表いたします。大阪

高松大司教区となり、皆様と共に歩みを始める第一歩となり

ます。それぞれが歩みを始めながらしだいに足並みがそろっ

ていけるようにご協力をお願いいたします。新しい任地に派

遣される神父様方、どうぞよろしくお願いいたします。教区

外へ異動される司祭・修道者の皆様には、これまで大阪教区

のために献身的にお働き下さったことに心からお礼を申し上

げます。

感謝と祈りのうちに。

2024年春司祭・司牧者

人事異動（第一次）

３月10日付 ＊名前の後のかっこ内は現任地、矢印の右が新任地

【姫路地区】

Fr.赤
あか

波
ば

江
え

豊(豊岡 小教区管理者)→離任 ※豊岡の管理とミサは教区が担当致します。

【神戸地区】

Fr.林和則(神戸西B共同)→香里〈河北B〉主任

【阪神地区】

Fr.川邨裕明(芦屋〈阪神夙川B〉主任)→芦屋・甲子園〈阪神夙川B〉主任

Fr.アマド・カバレロIII C.M.(甲子園〈阪神夙川B〉主任)→神戸西B共同

【大阪北地区】

Fr.赤波江豊(香里〈河北B〉主任)→四国カトリック会館居住

４月14日付

【姫路地区】

Fr.レネ・バシト・カンデラリアC.I.C.M.(姫路西B協力)→淳心会本部

【神戸地区】

Fr.中村健三S.J.(六甲教会 助任)→教区外

【阪神地区】

Fr.ヒラン・インディカ O.M.I.(伊丹〈阪神仁川B〉主任)→中島町 主任

Fr.エマヌエル・ポポンM.E.P.(武庫之荘〈阪神尼崎B〉主任)→離任

Fr.山口武史(園田〈阪神尼崎B〉主任)→園田・武庫之荘〈阪神尼崎B〉主任

【大阪北地区】

Fr.松浦信行(梅田B共同)→司教代理･四国カトリック会館館長･香川地区モデラトール

Fr.ティアゴ・ダ・コンセイサオ・エステヴァオ・トマス S.M.B.N.(日本語研修・香

里居住)→武庫之荘ミサ協力(日本語研修・武庫之荘居住)

【岸和田地区】

Fr. ロペス・オロスコ・フェリペ・デ・ヘススS.X.(いずみB協力)→教区外

【香川地区】

Fr.ホルヘ・ソーサ(丸亀・善通寺〈西讃B〉主任)→姫路西B共同

Fr.オソリオ･フェルナンデス･アントニオ(観音寺･伊予三島〈西讃B〉主任)→梅田B共同

【高知地区】

Fr.岩﨑武(江ノ口・中島町 主任)→江ノ口 主任

【その他】

Fr.渡辺徹郎S.J.(教区外)→六甲助任

Fr.谷口幸紀(教区外)→神戸中央居住・ミサ協力

Fr.イルダヤラージ・アントニサーミO.M.I.(教区外)→伊丹〈阪神仁川B〉主任

Fr.ヤピッカ・アントネッロ → 東讃Bミサ協力

人事異動は上記のとおりです。姫路地区から順に地区単位で記載しています。今

回は着任日が３月10日よ４月14日の２回に分かれていますのでご注意ください。

＊３月10日付での異動となる神父様は、３月３日(日)からの一週間内で移ってい

ただき、３月10日(日)より正式に新しい教会に着任いただくようにお願いいたしま

す。

＊４月14日付で異動となる神父様は、原則として復活節第２主日の４月７日(日)

からの一週間内に移っていただき、４月14日(日)より正式に新しい教会に着任する

ようにしてください。

ともに福音の喜びを人びとに伝える働きをしていただきますよう、心からお願い

いたします。



若者たちに
この一冊

司牧者から

その 35
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信仰の時間
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ゆるしの秘跡と病者の塗油は、二つのいやしの秘跡です。

主イエス・キリストは、わたしたちの霊魂とからだ

の医師であり、ご自分のいやしと救いのわざを教会

が聖霊の力によってその成員に対しても続けること

をお望みになりました。これが二つのいやしの秘跡、

すなわち、ゆるしの秘跡と病者の塗油の秘跡です。

(1421番)

なぜゆるしの秘跡が必要なのでしょうか。

キリスト者となった当初に受けた新しいいのちは、

人間本性のもろさと弱さ、ならびに罪への傾きを停

止させるわけではありません。この傾きは教会では

伝統的に欲情と呼ばれており、…洗礼を受けた人々

のうちにも残ります。(1426番)

欲情という悪への傾きはすべての人にありますが、それ

自体が罪ではなく、欲情に負けて罪である行為をすること

が罪です。つまり欲情を持つ人の�Be (存在)�は罪では

なく、罪を犯す�Do (行為)�が罪だということです。こ

の明確な区別があるからこそ、教会は罪びとであるすべて

の人のための居場所であり、存在としてすべての人を祝福

すると同時に、各自が罪となる行為を糾明し告白してゆる

しを求める場としての秘跡を用意しているのです。

かつては罪がゆるされるハードルは高かったのですが、

今は容易になりました。

悔い改める者は和解を受ける前に、自分の犯した罪

の公の償いを、しばしば長い年月にわたって行わな

ければなりませんでした。この�蹟罪者団�に入る

ことはまれにしかゆるされず、教会のある地方では、

生涯にただ一度だけゆるされていました。……(後

に)ゆるしの秘跡は悔い改める者と司祭との間で、

ひそかに行われるようになります。この新しい慣行

に従って、ゆるしの秘跡を繰り返し受けることがゆ

るされ、こうしてこの秘跡を定期的に繰り返し受け

る道が開かれました。(1447番)

神のいつくしみの業であるゆるしの秘跡に定期的に与る

ように努めたいものです。 (文 酒井俊弘補佐司教)

ゆるしの秘跡(前半)ゆるしの秘跡(前半)ゆるしの秘跡(前半)第48回

�カテキズムの学び�

＊クラスは右のQRコードから

神
の
国
︑
神
の
恵
み
で
あ
り
︑

最
後
は
神
様
︑
天
国
を
目
指
す
︒

そ
れ
が
な
け
れ
ば
信
仰
の
意
味

は
な
い
︒
信
仰
と
は
︑
死
ん
で

も
天
国
が
あ
る
と
い
う
確
か
さ

が
あ
り
︑
最
後
の
最
後
ま
で
そ

こ
に
賭
け
て
い
る
人
た
ち
が
︑

今
も
世
界
中
に
い
る
︒
油
断
す

れ
ば
す
ぐ
漂
流
し
て
し
ま
い
そ

う
な
日
本
で
︑
確
か
な
信
仰
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
︒

求
め
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
与
え
ら
れ
る
。

探
し
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
見
つ
か
る
。

門
を
た
た
き
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
開
か
れ
る
。

マ
タ
イ
７
�

７

〖お詫びと訂正〗

本紙２月号に記載の誤り

がありました。

６面 〖行事等日程〗

(誤)２/５(日)

→(正)２/５(月)

お詫びし訂正します

(広報委員会)
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く
暗
い
所
に
沈
ん
で
い
く
感

覚
に
つ
つ
ま
れ
︑
な
ぜ
か
�
神

父
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
�

と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
り
︑
そ

の
瞬
間
︑
も
う
結
婚
で
き
な
く

な
る
と
思
い
︑
目
の
前
が
真
っ

暗
に
な
っ
た
︒
�
神
様
の
お
望

大
阪
教
区
の
神
学
生
志
願
者
と

な
る
き
っ
か
け
と
な
る
︒

そ
の
後
︑
岡
山
大
学
文
学
部

哲
学
科
に
入
学
︒
淳
心
学
生
セ

ン
タ
ー
(
通
称
デ
マ
ン
ク
寮
)
か

ら
大
学
に
通
っ
た
︒
帰
る
時
間

も
個
人
に
任
さ
れ
︑
解
放
さ
れ

た
気
持
ち
に
な
っ
た
︒
敷
か
れ

た
レ
ー
ル
の
上
を
歩
く
の
で
は

な
く
︑
自
分
で
考
え
自
分
で
生

き
よ
う
と
思
っ
た
︒
し
か
し
︑

最
終
的
に
は
司
祭
へ
の
道
を
選

ぶ
し
か
な
か
っ
た
︒
自
分
自
身

の
性
格
︑
弱
さ
や
霊
的
な
迷
い
︑

恋
愛
や
人
間
関
係
を
経
験
し
︑

神
様
が
い
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
と
心
底
思
っ
た
か
ら
だ
︒

霊
的
な
迷
い
が
あ
っ
た
時
期
︑

�
信
仰
の
光
�
と
い
う
グ
ル
ー

プ
や
︑
ア
フ
リ
カ
宣
教
の
夢
を

も
つ
シ
ス
タ
ー
志
望
の
後
輩
に

出
会
っ
た
︒
古
い
人
間
に
属
し

て
い
た
私
は
︑
新
し
い
感
覚
の

後
輩
た
ち
に
触
発
さ
れ
︑
や
は

り
神
父
に
な
ろ
う
と
答
え
を
出

し
た
︒
１
９
８
８
年
︑
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
正
義
と
平
和
全
国

大
会
に
参
加
し
た
と
き
︑
�
大

阪
教
区
の
神
学
生
に
な
り
た

い
�
と
伝
え
た
︒
松
浦
悟
郎
神

父
が
お
ら
れ
た
︑
玉
造
の
小
神

学
校
に
泊
ま
っ
て
交
流
を
続
け
︑

そ
の
ま
ま
神
学
生
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
︒

し
か
し
︑
神
学
生
と
な
っ
て

も
自
信
は
持
て
ず
︑
	
や
め
よ
う

と
思
う
�
と
何
度
か
司
教
様
に

伝
え
た
が
︑
そ
の
た
び
に
︑
私
の

意
志
は
遮
ら
れ
た
︒
助
祭
に
な

る
準
備
の
た
だ
中
︑
阪
神
･
淡
路

大
震
災
が
起
き
た
︒
劇
的
な
時

代
の
中
︑
い
ろ
い
ろ
な
迷
い
の

な
か
で
叙
階
を
受
け
た
︒
フ
ィ

リ
ピ
ン
･
サ
ン
ボ
ワ
ン
ガ
の
研
修

を
経
て
︑
１
９
９
７
年
３
月
20

日
に
加
古
川
教
会
で
司
祭
叙
階
︒

信
仰
が
な
け
れ
ば
︑
人
生
は

完
全
に
漂
流
状
態
︒
不
確
か
な

こ
の
世
の
中
で
︑
信
仰
の
確
か

さ
を
求
め
て
い
た
ら
︑
神
父
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
そ
し
て
︑

信
仰
が
目
指
す
の
は
︑
や
は
り

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

神
さ
ま
と
出
会
っ
た
時
の
こ
と

み
な
ら
ば
︑
従
わ
な
あ
か
ん
の

で
す
ね
�
と
言
葉
が
出
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
︒

公
立
校
だ
っ
た
が
︑
担
任
の

先
生
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ

た
︒
面
談
で
︑
父
が
余
計
な
こ

と
を
言
っ
た
た
め
�
お
前
︑
司

祭
に
な
っ
た
ら
え
え
や
ん
�
と

話
が
進
み
︑
数
日
後
︑
主
任
司

祭
の
マ
リ
オ
・
バ
ラ
ー
ロ
神
父

に
�
神
父
に
な
り
た
い
で
す
�

と
言
い
に
行
っ
た
︒
理
由
を
聞

か
れ
て
も
︑
何
も
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
︒
担
任
の
先

生
に
言
わ
れ
て
︑
言
い
に
来
た

だ
け
だ
っ
た
か
ら
︒

高
校
２
年
の
時
に
︑
マ
リ
オ

■
第
８
回

髙
橋

聡

神
父

(
神
戸
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
明
石
教
会
)
■

～
エ
マ
オ
へ
の
道
で
～

神
父
に
勧
め
ら
れ
︑
大
阪

教
区
召
命
錬
成
会
に
参
加

し
た
︒
諏
訪
榮
治
郎
神
父

の
話
に
引
き
込
ま
れ
︑
神

学
生
と
の
対
話
も
新
鮮
で
︑

こ
の
時
の
印
象
が
︑
後
に

【

12
月
の
お
話
よ
り
抜
粋
︒

サ
ク
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ア
で
偶
数
月

に
開
催
中
︼

初
誓
願
宣
立
後
︑
熊
本
︑
大

阪
︑
和
歌
山
の
信
愛
女
学
院
に

お
い
て
︑
長
年
に
わ
た
り
社
会

科
の
教
諭
と
し
て
子
ど
も
た
ち

の
教
育
の
た
め
に
尽
く
し
た
︒

学
校
退
職
後
は
︑
各
地
の
共
同

体
の
修
道
院
内
で
院
長
︑
受
付
︑

会
計
な
ど
の
奉
仕
を
し
た
が
︑

京
都
で
は
︑
幼
稚
園
保
護
者
へ

か
で
恵
ま
れ
た
療
養
生

活
を
送
り
︑
信
仰
の
う

ち
に
安
ら
か
に
御
父
の

御み

許も
と

に
旅
立
っ
た
︒

返
し
た
後
︑
２
０
２
１

年
１
月
か
ら
ド
ム
ス
ガ

ラ
シ
ア
に
入
居
し
︑
姉

妹
た
ち
と
共
に
︑
穏
や

端ば
た

五
月

さ
つ
き

(
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼

き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
)
は
︑
２

０
２
４
年
２
月
３
日
︑
ド
ム
ス

ガ
ラ
シ
ア
で
老
衰
の
た
め
帰
天
︒

名
古
屋
市
出
身
︒
95
歳
︒
奉
献

生
活
50
年
︒

の
キ
リ
ス

ト
教
的
講

話
に
も
尽

力
し
た
︒

晩
年
は
︑

病
気
や
骨

折
︑
リ
ハ

ビ
リ
の
た

め
に
入
退

院
を
繰
り



⑹ （定価50円 〒117・1年2,000円 〒共) 大 阪 カ ト リ ッ ク 時 報（大阪高松教区報 東部版) 毎月1回1日発行 2024年3月1日 第851号

信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

日時 ３/21(木)18:30〜20:00

講師 酒井俊弘補佐司教

場所 サクラ ファミリア

/YouTube配信あり

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村 ☎070-5045-7127

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 ３/３(日)〜３/24(日)

４回 14:00〜15:30

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

結 婚 準 備 講 座

３月司教予定

・３/３ 大津教会黙想会(✝S)

・３/７〜８

日本のシノドスの集い

(✝S)

・３/10 高知地区黙想会(✝S)

・３/16 新居浜教会献堂式

(✝ M)

・３/16 大阪聖ヨゼフ会誓願式

(✝ S)

・３/17 丸亀教会堅信式(✝M)

・３/17 坂出教会黙想会(✝S)

・３/23 ショファイユの幼きイ

エズス修道会 誓願式

(✝M)

・３/23 聖フランシスコ病院修

道会誓願式(✝S)

・３/30 復活徹夜祭 玉造教会

(✝M)/桜町教会(✝S)

・３/31 復活祭 玉造教会(✝

M) / 三本松教会(✝S)

✝Ｍ＝前田万葉大司教

✝Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

手話に興味をお持ちの方へ

◆聞こえない人も聞こえる

人もボランティア会の見学

にいらしてください

内容 聖書の学び･教区活動

の手話通訳者派遣

※手話講習会ではあ

りません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

場所 姫里集会所

主催 大阪教区聴覚障がい

者ボランティア会

問 障がい者委員会

dis@osaka.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

問 高塚

☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

問 佐藤

☎079-435-1157

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

(下記�行事等日程�以外)

聞かせてください 神さま

と出会った時のこと〜エマ

オへの道で〜◆大阪教区で

働く司祭･修道者ご自身の

体験をきく

日時 ４/22(月)18:00〜19:

30 (夜の部)・４ /23

(火)10:30〜12:00(昼

の部)

お話 和
かず

越
こし

敏
びん

神父(仁川教

会･コンベンツアル聖

フランシスコ修道会)

コレーン神父と学ぶ聖書◆

�福音書における祈り�

日時 ３/11(月)13:30〜15:00

(1〜３月開講)

参加費 ￥500

和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべイエス�

サクラ ファミリア主催

宝塚黙想の家

◆日帰り黙想会

日時 ３/21(木)･３/22(金)

10:00〜15:30

指導 染
そめ

野
の

治雄神父(３/21)

山
やま

内
うち

十
と

束
つか

神父(３/22)

参加費 ￥3,500



◆カトリック教会のカテキ

ズム

日時 第１･３(水)10:00〜12:00

指導 染野治雄神父

参加費 ￥1,000



◆祈りを深めるための聖書

の基本

日時 第１･３(水)10:00〜12:00

指導 山内十束神父

参加費 ￥1,000



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111

黙 想 会

日時 第４(土)14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッフ

ァタ！”練習会◆教区ミサ

に要約筆記(文字表示)をつ

けるボランティア

対象 要約筆記に関心のあ

る方｡フリーソフト

captiOnlineを使いパ

ソコンまたはスマホ

で練習します｡

日時 毎月第２(水)

10:00〜12:00

場所 教区本部事務局

１階会議室

主催 要約筆記グループ

“エッファタ！”

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 毎月第３(日)

14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

ホスピス・糖尿病内科
リハビリ・神経内科
肝臓内科・循環器内科

理事長　前田万葉 大司教
チャプレン　松本信愛 神父

カ
ト
リ
ッ
ク
時
報
と
し

て
の
新
聞
発
行
は
こ
れ
が

最
終
号
で
す
︒
本
音
を
言

う
と
さ
び
し
い
で
す
︒
▼

４
月
号
か
ら
は
︑
大
阪
高

松
教
区
報
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
︒
新
し
い
ロ
ゴ

も
公
募
作
品
か
ら
︑
司
教

様
た
ち
に
よ
っ
て
選
ば
れ

ま
し
た
︒
編
集
会
議
を
重

ね
て
︑
新
し
い
紙
面
づ
く

り
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
︒
▼
そ
の
結
果
︑
こ
れ

ま
で
掲
載
し
て
き
た
連
載

物
や
コ
ラ
ム
は
︑
い
っ
た

ん
す
べ
て
を
終
わ
り
に
し

ま
す
︒
新
し
い
編
集
が
落

ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
ら
︑

装
い
新
た
に
再
開
す
る
も

の
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
︒

▼
時
報
を
︑
長
き
に
わ
た

っ
て
愛
読
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
こ
と
に
︑
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
始
ま
る
新
し
い
紙
面

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
︒
引

き
続
き
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
︑
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
︒

(
広
報
委
員
会

川か
わ

邨む
ら

裕
明
)

六甲教会

日時 ９/１(日)〜９/22(日)

４回 14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

日時 ３/６(水)10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

日時 ３/11・３/25(月)

17:00〜18:30

松浦信行神父◆�新生の明

日を求めて�読書会

日時 毎週(月)(第２は休み)

14:00〜15:30



松浦信行神父◆聖書通読会

日時 毎週(木)10:00〜11:30



松浦信行神父◆�YOUCAT(青

年向けカテキズム)�勉強会

日時 毎週(金)19:00〜20:00

祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日 19:00〜19:30

問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@osaka.catholic.jp

主
日
ミ
サ
時
間
変
更

【

泉
佐
野
教
会
︼
▽
９
時

※
４
月
７
日
以
降

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

集 い

yassan.yoshikawa@nifty.

com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のあるかた、視覚障

がい者の情報共有に

関心のある方

日時 毎月第２(火)

13:30〜15:00

場所 姫里集会所(奇数月)

大阪高松

大司教区の

新サイトを

公開しました

ここからＱＲコードを

読み込んでください▼

https://ostk.catholic.jp


